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つ の 取扱 い に つ い て
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生態系 の 二 次遷移 と階層構造 （コ メ ン ト）

大阪工 大　　 奥　田　 賢　三

　ある地域 で植生 が 自然 に移 り変わ っ て い く生 態遷移 の うち，基質中に すで に根系や種子が含

まれて い る 二 次遷移 を考 え る。例 えば ， ヤ シ ャ ブ シ ，ク ロ マ ツ， タ ブな どの 種子 が用意 され て

い る裸地か ら ， まずヤシ ャ ブ シ 低木林がで き ， 光 の 競争の 結果， 続い て ク ロ マ ツ 林に変わ り，

さ らに 耐陰性 の 強い タ ブ林に 落ちつ くと い う現象 で あ る 。

　こ の 二 次遷移 の 簡単 な数理 モ デ ル として ， 次 の Letka−Volterra型 の 力学 系を試 み た。
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こ こ で ， x は ヤ シ ャ ブ シ ，　 y は ク ロ マ ツ，　 z は タブ の 現存量 を表わ す 。た だ し，それ ぞれ ， 1

種 だ け の 場 含 の 安定 値 に 対 す る 比 に規格 化され て い る。光 に関す る競争 は パ ラ メ
ー

タ
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で と り

い れ て あ る。

　最初に p ：1
《 p 、

《 1 の 場合 を考 えよ う。位相空間 R “

内 で ，任意の 初期値 侮
。
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）か ら出

発 した状態 点 は D まず，y ，z の 値 をほ ぼ 一定に 保 っ た ま ま x が 変化 し，　 f ＝ 0 を満た す 曲

面 S：に近づ き， ii）ZXに ，曲面 slに 沿 っ て z の 値 をほ ぼ
一

定に 保 っ た ま ま x ，　y が変化 し ， プ
＝

y ＝0 を満たす 曲線 鉱に近 づ き， liD最後に ， こ の 曲線に 沿 っ て，　 f・＝　g
＝ん＝ 0 を満 たす安定

特異 点 S：へ と近づ く。 こ の 場合，位相空間内に ，明確 な階層構造 RS → S：
− S：→ S：が存在す

る。

　さて ，必ず し も p3《 p 、
《 1 に 限 ら な い
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シ ョ ン を行 な っ た 。図 1 に 結果 の 例 （p ，

＝ O．5 ，p 、

＝＝O．3 ）を示 す （X （t），
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Y （t）， Z （t））。ヤ シ ャ ブ シ 林か ら ク ロ マ ツ 林 ， そ して タブ林

へ と移行 して い くの が わ か る。種 々 の 初期 値 か ら出発 した シ

ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 結果は ’ P 、
《 P

，
《 1 の 場合 と 同様 ， 位相空

間内に 階層構造パ⊃ S2（面 ）⊃ sT（線 ）⊃ s
°

（点）が 存在す る こ

と を示唆 した 。 す な わ ち ， ど の 初期 点か ら出発 し て も， 状 態

点は ， まず s2に近づ き，そ れ に 沿 っ て s1に ， さ ら el　s
’

に 沿

っ て 最終状態で あ る点 ．S
°

に近 づ くよ うに み え る 。

　位相空間内に 次 の Inflecto’）
C2 ，

　cl ，
　C

°

を定義 し よ う。
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で 定義す る 。 Cノ は代数方程式 で表わ せ る。

　こ の と き ． 上述の S2，
　si，　S

°

は それぞれ c2，　c
’

，　c
°

の 一部分 で 近似 で き る こ と がわ か っ た 。

02を x ＝
u （Y ．z ），　C

，

を x ・＝v （z ），　y ；
ω （z ）と して ，図 1 に C2 ：x ； u （Y （t），Z （t）），　ci：

x ＝
・ （ZCt ）），　 y ＝

ω （Z （t））が示 されて い る 。
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§1） n 種 の 生 物が ， ラ ン ダ ム な移動 を しな が ら相互 作用 を及ぼ し合 う現象 を表現す る モ デ ル

と し て ，次 の よ うな拡散方程式 の シ ス テ ム を取 り．Eげ よ う。
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